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森
鴎
外
の
「
独
逸
日
記
」
（
明
治
十
七
年
十
月
か
ら
二
十
一
年
五
月
に
い
た

る
）
の
十
九
年
六
月
の
と
こ
ろ
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
十
三
日
。
夜
　
岩
佐
（
新
）
と
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
街
の
酒
店
に
入
り
、
葡
萄

酒
の
杯
を
挙
げ
、
興
を
尽
し
て
帰
り
ぬ
。

　
翌
日
　
聞
け
ば
拝
焉
（
バ
イ
エ
ル
ン
＝
バ
ヴ
ァ
リ
ア
）
国
王
　
此
夜
　
ウ
ル

ム
湖
の
水
に
溺
れ
た
り
し
な
り
。
王
は
ル
ウ
ド
ヰ
ヒ Ludw

ig 

第
二
世
と
呼
ば

る
。
久
し
く
精
神
病
を
憂
へ
た
り
き
。
昼
を
厭
ひ
　
夜
を
好
み
、
昼
間
は
其
室

を
暗
く
し
、
天
井
に
は
星
辰
を
仮
設
し
、
床
の
周
囲
に
は
花
木
を
集
め
て
其
中

に
臥
し
、
夜
に
至
れ
ば
起
ち
て
園
中
に
逍
遙
す
。
近
ご
ろ
多
く
土
木
を
起
し
、

国
庫
の
疲
弊
を
来
し
し
が
為
め
に
、
病
を
披
露
し
て
位
を
避
け
し
め
き
。

　
今
月
十
二
日
の
夜
、
王
は
精
神
病
専
門
医
フ
ォ
ン
・
グ
ッ
デ
ン von G

udde

n 

と
共
に
ホ
フ
ヘ
ン
シ
ュ
ワ
ン
ガ
ウ H

ohenschw
angau 

城
よ
り
ス
タ
ル
ン
ベ

ル
ヒ
湖 Starnbergersee 

一
名 W

urm
see

（
ウ
ル
ム
湖
）
に
近
き
ベ
ル
ヒ B

erg 

と
い
ふ
城
に
遷
り
ぬ
。

　
十
三
日
の
夜
　
王
　
グ
ッ
デ
ン
と
湖
畔
を
逍
遙
し
、
終
に
復
た
還
ら
ず
。
既

に
し
て
王
と
グ
ッ
デ
ン
と
の
屍
を
湖
中
に
索
め
得
た
り
。
蓋
し
王
の
湖
に
投
ず

る
や
、
グ
ッ
デ
ン
は
こ
れ
を
救
は
ん
と
欲
し
て
水
に
入
り
、
死
を
共
に
せ
し
も

の
な
る
べ
し
。
屍
を
検
せ
し
も
の
の
謂
へ
ら
く
、
グ
ッ
デ
ン
は
王
を
助
け
て
水

を
出
で
ん
と
欲
し
、
其
領
（
襟
）
を
掴
み
し
な
ら
ん
。
グ
ッ
デ
ン
の
屍
は
手
指

を
傷
け
、
爪
を
裂
き
た
り
。
さ
れ
ど
王
の
力
や
強
か
り
け
ん
、
袞
衣
は
医
の
手

中
に
残
り
、
王
は
深
処
に
赴
き
ぬ
。
医
は
追
ひ
て
王
に
及
び
、
水
底
に
て
　
猶

　
王
の
死
を
拒
み
し
如
し
。
グ
ッ
デ
ン
の
面
上
に
は
王
に
抓
破
せ
ら
れ
た
る
瘢

痕
あ
り
と
。
惨
も
亦
た
甚
だ
し
。

　
王
の
未
だ
病
ま
ざ
る
や
、
人
主
の
徳
に
詩
客
の
才
を
兼
ね
、
其
容
貌
さ
へ
人

に
勝
れ
、
民
の
敬
愛
厚
か
り
し
が
、
西
洋
の
史
乗
に
も
例
少
き
死
を
逐
げ
し
こ

と
、
哀
む
可
き
に
非
ず
や
。

　
グ
ッ
デ
ン
は
特
に
精
神
病
の
医
た
る
の
み
な
ら
ず
、
平
生
　
神
経
中
心
系
の

学
に
暗
熟
し
、
鳴
世
の
著
述
あ
り
。
又
　
詩
賦
を
好
む
。
其
　
狂
婦
の
歌
　
人

口
に
膾
炙
す
。
其
死
も
亦
　
職
責
を
重
ん
じ
た
る
跡
　
分
明
に
し
て
、
永
く
　

杏
林
に
美
名
を
赫
す
る
に
足
る
。

　
二
十
七
日
（
日
曜
）
。
加
藤
　
岩
佐
と
ウ
ル
ム
湖
に
遊
び
、
国
王
、
グ
ッ
デ

ン
の
遺
跡
を
弔
す
。

　
南
独
逸
の
半
ば
以
上
を
占
め
、
ガ
ン
ブ
リ
ヌ
ス
（
麦
酒
神
）
の
恵
み
を
受
け

る
豊
饒
な
国
に
九
百
三
十
万
の
民
草
を
統
治
す
る
バ
イ
エ
ル
ン
国
王
　
　
十
一

世
紀
以
来
、
こ
の
国
に
君
臨
し
て
い
た
ヴ
ィ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
正
統
、
十
九

歳
で
王
位
に
の
ぼ
り
、
物
語
の
よ
う
な
富
と
、
数
々
の
王
城
と
、
俊
秀
な
叡
智

と
、
そ
の
詩
才
と
、
寛
大
な
芸
術
の
保
護
者
た
る
ゆ
え
に
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
知

ら
れ
、
ユ
ン
ケ
ル
（
南
部
独
逸
貴
族
）
の
仰
慕
の
的
で
あ
っ
た
独
逸
の
若
い
王
、

ル
ウ
ド
イ
ヒ
二
世
は
、
登
位
す
る
と
間
も
な
く
、
精
神
上
に
影
響
を
齎
す
特
殊

な
憂
鬱
と
、
感
覚
の
病
的
な
鋭
さ
に
ひ
ど
く
悩
ま
さ
れ
て
い
る
風
で
あ
っ
た
が
、

八
年
ほ
ど
前
か
ら
、
孤
独
と
隠
棲
に
強
い
執
着
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
マ
ク
ス

公
の
二
女
、
ゾ
フ
ィ
ー
エ
公
女
殿
下
（
後
、
ア
ラ
ン
ソ
ン
公
夫
人
と
し
て
美
貌

を
も
っ
て
知
ら
れ
た
）
と
の
婚
約
も
解
消
し
、
首
都
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
南
、
チ
ロ

ル
・
ア
ル
プ
ス
を
の
ぞ
む
幽
邃
な
湖
沼
地
帯
の
景
勝
の
地
に
、
幻
想
の
赴
く
ま

ま
に
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
造
営
し
た
、
驚
く
べ
き
耽
美
主
義
の
城
の
中
に
ひ
き
こ
も

っ
て
、
完
全
に
姿
を
見
せ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
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尤
も
、
こ
の
十
年
来
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
王
宮
に
滞
在
す
る
の
は
わ
ず
か
六
日

か
八
日
で
、
そ
れ
も
、
深
夜
、
黄
金
塗
り
の
四
輪
馬
車











を
早
駆
け
さ
せ
て
、
前

触
れ
も
な
く
風
の
よ
う
に
現
れ
、
英
国
公
園
の
ま
わ
り
を
一
周
す
る
か
、
宮
廷

の
劇
場
で
た
だ
一
人
で
観
劇
す
る
か
す
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
湖
畔
へ
飛
び
帰
る
と

い
う
ぐ
あ
い
で
、
一
年
の
大
部
分
を
「
山





の
城
」
、
「
菩
提
樹
の
城









」
、
「
ホ

ー
エ
ン
シ
ュ
ワ
ー
ン
ガ
ウ
城
」
の
三
つ
の
城
で
暮
し
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
更
に
ノ
イ
シ
ュ
ワ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
の
ザ
ル

ツ
ブ
ル
グ
に
向
う
途
中
に
あ
る
島
に
新
奇
と
不
可
思
議
の
か
ぎ
り
を
つ
く
し
た

二
つ
の
城
を
つ
く
り
、
猶
ま
た
、
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
近
く
に
も
新
城

を
造
営
中
で
あ
っ
た
。
ル
ウ
ド
イ
ヒ
二
世
は
、
五
つ
の
う
ち
の
ど
こ
か
の
城
に

居
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
最
近
の
四
年
ほ
ど
の
間
は
、
稀
れ
に
伺
候
す
る

宮
中
顧
問
官
と
、
近
衛
兵
と
、
侍
僕
の
ほ
か
、
誰
一
人
、
国
王
の
所
在
を
知
ら

ず
に
過
し
て
い
た
が
、
一
八
八
六
年
（
明
十
九
）
六
月
十
日
、
突
然
、
国
王
の

伯
父
ル
イ
ト
ポ
ル
ド
公
の
名
で
摂
政
就
任
の
布
告
が
あ
っ
た
。

　
国
王
の
御
名
に
よ
り

　
王
室
　
及
び
忠
誠
な
る
バ
イ
エ
ル
ン
国
民
は
　
茲
に
測
知
せ
ら
れ
ざ
る
神
の

摂
理
に
よ
っ
て
、
驚
駭
す
べ
き
事
態
に
逢
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
愛
甥
　
バ

イ
エ
ル
ン
国
王
　
ル
ウ
ド
イ
ヒ
二
世
陛
下
は
、
悲
し
む
べ
き
病
痾
に
沈
湎
せ
ら

れ
て
皇
業
を
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
り
、
憲
法
第
二
章
第
十
一
条
の

規
定
す
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
輟

朝







を
乞
う
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
。

　
然
る
に
　
王
弟
オ
ッ
ト
ー
殿
下
も
亦
、
久
し
き
に
わ
た
っ
て
病
褥
に
あ
り
、

摂
政
の
任
務
に
適
せ
ざ
る
を
も
っ
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
憲
法
は
執
政
の
全
権
を
予

に
附
託
せ
し
め
た
。
予
は
衷
心
よ
り
の
悲
哀
の
念
を
も
っ
て
右
の
事
由
を
諸
官

に
布
告
し
、
議
員
各
位
に
対
し
て
は
、
本
月
十
五
日
、
即
時
、
議
会
を
召
集
す

る
こ
と
を
茲
に
告
知
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
一
八
八
六
年
六
月
十
日

　
バ
イ
エ
ル
ン
公
　
ル
イ
ト
ポ
ル
ド

　
副
署
　
国
務
顧
問
官
　
デ
リ
ン
グ
伯
爵

　
同
　
　
内
務
大
臣
　
　
リ
ー
デ
ル
男
爵

　
殿
下
の
命
に
よ
り

　
内
務
省
大
臣
官
房
長
　
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ル

　　
ル
ウ
ド
イ
ヒ
二
世
陛
下
の
精
神
障
碍
に
た
い
す
る
臨
床
報
告

一
、
陛
下
ノ
精
神
障
碍
に
於
ケ
ル
病
状
ハ
甚
ダ
シ
ク
進
行
シ
居
リ
、
経
験
上
、

　
パ
ラ
ノ
イ
ア
（
精
神
錯
乱
）
ト
シ
テ
知
ラ
レ
タ
ル
型
ノ
モ
ノ
ニ
属
ス

二
、
コ
ノ
型
に
ア
リ
テ
ハ
、
緩
慢
、
然
モ
漸
次
増
悪
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、

　
現
状
ヨ
リ
見
ル
ニ
、
久
シ
キ
以
前
ニ
発
病
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
認

　
メ
ラ
ル
ル
ガ
、
既
ニ
長
年
月
ヲ
経
過
シ
タ
ル
故
ニ
、
治
癒
困
難
ナ
ル
状
態
ニ

　
ア
リ
、
猶
、
精
神
障
碍
ノ
度
ハ
、
日
ヲ
追
ウ
ニ
従
ッ
テ
更
に
度
ヲ
加
ウ
ル
モ

　
ノ
ト
思
惟
セ
ラ
ル

三
、
現
状
ニ
於
テ
、
御
自
身
ノ
意
志
ニ
ヨ
ル
自
由
決
定
ハ
全
ク
不
可
能
ニ
シ
テ
、

　
御
不
予
ノ
状
態
ハ
、
御
生
涯
ノ
限
リ
、
継
続
ス
ベ
キ
性
質
ノ
モ
ノ
ナ
リ

　
以
上
は
、
侍
医
フ
ォ
ン
・
グ
ッ
デ
ン
博
士
、
宮
中
顧
問
官
ハ
ー
ゲ
ン
博
士
、

国
立
医
科
大
学
教
授
グ
ラ
ス
ハ
イ
博
士
、
王
室
顧
問
官
フ
ー
プ
リ
ヒ
博
士
が
宣

誓
の
上
陳
述
し
た
も
の
に
し
て
、
本
文
に
於
て
は
、
各
方
面
よ
り
推
察
し
た
る

帰
結
を
参
酌
補
足
し
、
こ
れ
を
一
致
の
意
見
と
し
て
添
附
す
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同
日
朝
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
は
じ
め
各
市
町
村
の
公
報
板
に
簡
単
な
布
告
が
貼

り
だ
さ
れ
た
。

　
国
王
陛
下
は
重
患
に
よ
っ
て
隠
退
さ
れ
、
バ
イ
エ
ル
ン
公
ル
イ
ト
ポ
ル
ド
　

摂
政
に
就
任
、
統
帥
の
大
権
を
摂
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
全
国
民
　
並
に
全
軍
に
布
告
す
る

　
　
六
月
十
日
　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
イ
ト
ポ
ル
ド
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
ハ
イ
ン
レ
ー
ト

　
国
王
に
退
位
を
乞
う
奏
者
番
た
る
五
人
の
重
臣
団
は
、
侍
医
頭
フ
ォ
ン
・
グ

ッ
デ
ン
博
士
と
附
添
を
担
当
す
る
二
名
の
医
師
、
新
に
侍
従
に
任
命
さ
れ
た
男

爵
ワ
シ
ン
ト
ン
少
佐
を
同
伴
し
、
九
日
、
午
後
五
時
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
出
発
し

て
、
汽
車
で
ホ
ー
ヘ
ン
シ
ュ
ワ
ー
ン
ガ
ウ
城
へ
参
趨
し
た
が
、
宮
相
以
下
の
三

人
は
、
国
王
の
命
に
よ
っ
て
、
反
叛
者
と
し
て
逮
捕
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
六
月
十
日
、
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
新
報
」

「
重
臣
団
の
一
行
は
、
今
朝
、
午
前
、
国
王
に
謁
見
を
ね
が
う
は
ず
で
あ
っ
た

が
、
五
日
、
夜
半
、
一
行
は
大
逆
罪
に
よ
っ
て
逮
捕
せ
ら
る
べ
き
旨
の
内
報
が

あ
り
、
恐
悚
し
て
い
た
が
、
十
日
、
午
前
、
一
行
の
う
ち
、
ク
ラ
イ
ス
ハ
イ
ム

男
爵
、
宮
内
卿
、
王
室
財
務
長
官
の
三
人
が
近
衛
兵
に
よ
っ
て
逮
捕
監
禁
さ
れ

た
。
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
十
時
間
経
っ
た
が
、
一
片
の
麺
麭
す
ら
与
え
ら
れ
な

い
の
で
、
多
少
の
飲
食
物
を
乞
う
た
と
こ
ろ
、
国
王
に
よ
っ
て
峻
拒
さ
れ
た
。

猶
、
同
日
、
夜
、
侍
医
頭
の
一
行
も
同
様
の
処
置
を
受
け
た
。

　
同
地
の
住
民
は
か
ね
て
国
王
に
親
昵






し
、
心
か
ら
愛
敬
の
念
を
捧
げ
て
い
る

た
め
、
重
臣
団
に
た
い
し
て
反
感
を
抱
き
、
異
状
な
昂
奮
を
示
し
て
い
る
。
政

府
当
局
は
八
名
の
憲
兵
を
同
地
に
急
行
せ
し
め
、
猶
、
ケ
ン
プ
テ
ン
第
一
騎
兵

大
隊
に
出
動
待
機
の
命
令
を
出
し
た
。
同
地
の
混
乱
は
名
状
す
べ
か
ら
ざ
る
状

態
に
た
ち
い
た
っ
た
」

　
同
日
、
夕
刊
所
報
、

「
本
日
、
午
後
六
時
、
監
禁
中
の
重
臣
及
び
侍
医
の
一
行
は
、
王
城
の
裏
門
か

ら
救
出
さ
れ
た
。
同
地
の
住
民
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
よ
り
の
公
報
を
信
用
せ
ず
、
近

衛
兵
、
王
宮
警
手
と
連
繋
し
、
依
然
と
し
て
不
穏
の
態
度
を
示
す
の
で
、
救
出

し
た
一
行
は
、
五
十
三
キ
ロ
ほ
ど
距
っ
た
ペ
ン
ツ
ベ
ル
グ
村
へ
移
し
た
」

　
そ
う
い
う
騒
ぎ
も
、
十
二
日
の
朝
ま
で
に
お
さ
ま
っ
た
風
で
、
「
国
王
陛
下

に
は
、
本
日
、
午
前
八
時
、
グ
ッ
デ
ン
博
士
を
伴
わ
れ
、
馬
車
に
て
ス
タ
ル
ン

ベ
ル
ク
よ
り
ウ
ル
ム
湖
畔
の
『
山





の
城
』
へ
移
ら
れ
た
。
事
故
な
し
」
と
い
う

公
表
が
あ
っ
た
が
、
十
四
日
、
聖
霊
降
臨
祭
の
朝
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
王
宮
前
の

掲
示
板
に
、

　
国
王
ル
ウ
ド
イ
ヒ
二
世
陛
下
　
昨
十
三
日
　
午
後
十
二
時
十
分
　
崩
御
あ
ら

せ
ら
る

　
と
い
う
黒
枠
付
の
掲
示
が
張
出
さ
れ
た
。

「
国
王
陛
下
に
は
昨
夕
、
六
時
四
十
五
分
、
グ
ッ
デ
ン
博
士
と
散
歩
に
出
ら
れ

た
ま
ま
御
帰
還
な
き
た
め
、
公
園
及
び
湖
畔
一
帯
を
捜
索
し
た
る
と
こ
ろ
、
陛

下
並
に
グ
ッ
デ
ン
博
士
は
、
ウ
ル
ム
湖
の
水
中
よ
り
発
見
せ
ら
れ
、
同
十
二
時

十
分
、
遂
に
崩
御
あ
ら
せ
ら
れ
た
」

　
ル
ウ
ド
イ
ヒ
二
世
は
、
九
日
以
来
、
病
的
不
機
嫌
を
つ
づ
け
、
時
時
、
発
作

的
に
激
発
す
る
模
様
だ
っ
た
。
十
一
日
に
な
る
と
、
ひ
ど
く
沈
鬱
し
、
最
近
、

間
歇
的
に
襲
わ
れ
る
自
殺
の
意
志
を
し
め
し
、
侍
従
に
、
「
早
く
な
に
か
毒
を

飲
ま
せ
ろ
」
と
か
、
「
城
の
塔
か
ら
飛
び
降
り
た
い
」
な
ど
と
口
走
る
よ
う
に

な
っ
た
。
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そ
の
日
は
夕
方
か
ら
雨
が
降
り
だ
し
た
が
、
夜
が
更
け
る
に
つ
れ
て
い
よ
い

よ
発
揚
状
態
に
な
り
、
午
前
二
時
頃
、
侍
従
に
、
「
塔
の
上
へ
出
る
か
ら
鍵
を

出
せ
」
と
迫
っ
た
。

　
そ
の
と
き
、
グ
ッ
デ
ン
博
士
が
附
添
を
連
れ
て
参
入
し
て
く
る
の
が
、
下
の

道
に
見
え
た
。
そ
れ
で
、
侍
従
は
、
王
が
広
間
を
通
っ
て
、
バ
ル
コ
ン
の
階
段

へ
か
か
る
直
前
に
、
う
ま
く
博
士
と
落
合
う
よ
う
、
時
間
を
計
っ
て
鍵
を
渡
し

た
。

　
王
は
広
間
の
中
程
の
と
こ
ろ
に
佇
ん
で
、
入
っ
て
く
る
博
士
の
一
行
を
不
安

定
な
表
情
で
眺
め
て
い
た
が
、
「
ウ
ル
ム
の
山
の
城
へ
移
そ
う
と
い
う
の
だ
そ

う
だ
な
。
お
れ
は
気
狂
い
だ
か
ら
、
な
に
を
や
り
だ
す
か
わ
か
ら
な
い
ぞ
。
そ

れ
が
承
知
な
ら
、
移
っ
て
や
る
」

　
と
抑
え
つ
け
た
よ
う
な
喉
音
で
、
ゆ
っ
く
り
と
呟
い
た
。

　
十
二
日
、
早
朝
、
午
前
四
時
十
五
分
、
王
を
四
輪
馬
車











に
乗
せ
、
馭
者
台
と

扉
の
両
側
に
屈
強
な
侍
者
が
附
添
い
、
な
に
か
変
事
が
あ
っ
た
ら
、
い
つ
で
も

馬
車
を
停
め
ら
れ
る
よ
う
に
手
配
し
て
城
を
出
発
し
た
。
侍
医
の
一
行
、
附
添
、

使
丁
、
憲
兵
隊
長
以
下
は
、
二
台
の
二
輪
馬
車
で
後
に
従
っ
た
。

　
午
前
十
時
、
ゼ
ー
ハ
ウ
プ
ト
と
い
う
村
で
馬
を
換
え
た
。
王
は
道
端
に
立
っ

て
い
る
避
暑
客
に
愛
想
よ
く
会
釈
を
し
、
駅
亭
の
内
儀
に
「
水
を
一
杯
、
く
れ

な
い
か
」
と
い
い
、
馬
車
の
窓
越
し
に
五
分
ば
か
り
楽
し
そ
う
に
話
を
し
て
い

た
。

　
王
が
そ
の
生
涯
を
終
る
ま
で
、
長
期
の
滞
在
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
「
山
の

城
」
で
は
、
宮
内
秘
書
官
の
ク
ル
ー
ク
が
万
端
の
用
意
を
し
て
待
っ
て
い
た
。

午
後
四
時
、
山
の
城
に
着
く
な
り
、
王
は
グ
ッ
デ
ン
博
士
を
連
れ
て
、
一
時
間

ほ
ど
湖
畔
を
散
歩
し
た
。

　
翌
十
三
日
の
正
午
も
同
様
の
こ
と
が
あ
り
、
前
日
よ
り
以
上
に
機
嫌
よ
く
散

歩
を
終
っ
た
。

　
王
の
食
事
は
、
こ
の
十
年
間
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
山
の
城
で
も
、
陪
食

な
し
で
、
一
人
で
居
間
で
す
ま
し
た
。
ナ
イ
フ
、
フ
ォ
ー
ク
、
そ
の
他
、
い
さ

さ
か
で
も
傷
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
危
険
を
予
想
し
て
適

当
な
処
置
を
施
し
、
な
お
居
間
の
扉
に
覗
穴
を
つ
く
っ
て
あ
っ
た
の
で
、
王
に

さ
と
ら
れ
ず
に
、
外
部
か
ら
、
逐
一
、
監
視
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
午
後
六
時
四
十
五
分
頃
、
王
は
グ
ッ
デ
ン
博
士
を
誘
っ
て
、
ま
た
散
歩
に
出

た
。
附
添
の
ミ
ュ
ラ
ー
教
授
は
、
な
に
か
し
ら
危
惧
の
念
を
感
じ
、
こ
っ
そ
り

二
人
を
尾
行
し
た
が
、
グ
ッ
デ
ン
博
士
が
気
づ
き
、
王
が
感
情
を
害
す
と
い
う

理
由
で
、
追
従
す
る
こ
と
を
中
止
さ
せ
た
。

　
王
の
夕
食
は
、
八
時
の
規
定
に
な
っ
て
い
た
が
、
時
間
を
す
ぎ
て
も
二
人
が

帰
っ
て
来
な
い
。
ミ
ュ
ラ
ー
教
授
は
急
に
不
安
に
な
っ
て
、
公
園
巡
視
の
憲
兵

に
侍
僕
を
一
人
つ
け
て
探
し
に
や
っ
た
が
、
い
っ
こ
う
に
消
息
が
知
れ
な
い
。

九
時
近
く
、
王
宮
付
の
憲
兵
を
非
常
召
集
し
、
扈
従
が
総
出
で
湖
畔
を
隈
な
く

た
ず
ね
ま
わ
っ
た
が
、
こ
れ
も
徒
労
に
終
っ
た
。

　
十
時
十
五
分
に
な
っ
て
、
馬
車
掛
の
使
丁
が
、
ぐ
っ
し
ょ
り
水
に
濡
れ
た
王

と
博
士
の
帽
子
を
拾
っ
て
帰
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
ミ
ュ
ラ
ー
教
授
と
庭
番
の
フ

ー
ベ
ル
が
、
帽
子
を
見
つ
け
た
と
い
う
場
所
か
ら
ボ
ー
ト
を
出
し
、
岸
に
沿
っ

て
北
の
ほ
う
へ
漕
い
で
行
く
と
、
十
一
時
す
ぎ
、
レ
オ
ニ
ー
と
い
う
村
か
ら
二

キ
ロ
ほ
ど
手
前
の
湖
岸
、
四
尺
ぐ
ら
い
の
浅
瀬
に
、
王
と
博
士
が
顔
を
下
に
し

て
浮
ん
で
い
る
の
を
発
見
し
、
す
ぐ
さ
ま
岸
に
ひ
き
あ
げ
た
。

　
王
も
博
士
も
、
ど
ち
ら
も
完
全
に
呼
吸
を
と
め
、
脈
も
触
れ
ず
、
死
後
、
数

時
間
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
四
人
の
侍
僕
と
三

人
の
衛
兵
が
、
か
わ
る
が
わ
る
四
、
五
十
分
間
、
人
工
呼
吸
を
試
み
た
。
十
二

時
に
な
っ
て
、
ミ
ュ
ラ
ー
教
授
は
、
こ
れ
以
上
、
ど
う
い
う
試
み
も
効
が
な
い
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と
宣
告
し
、
十
二
時
十
分
を
崩
御
の
時
刻
と
す
る
こ
と
に
き
め
た
上
で
、
二
人

の
遺
骸
を
新
城
に
運
ん
だ
。

　
五
時
間
後
、
東
が
白
む
の
を
待
っ
て
、
入
念
な
現
場
調
査
と
実
地
検
証
が
行

な
わ
れ
た
。

　
王
は
博
士
と
肩
を
並
べ
、
（
博
士
の
右
側
に
）
ウ
ル
ム
湖
に
沿
っ
た
小
道
を
、

レ
オ
ニ
ー
の
ほ
う
へ
歩
い
て
い
た
が
、
現
場
ま
で
来
る
と
、
持
っ
て
い
た
洋
傘

を
草
む
ら
に
捨
て
、
急
に
歩
幅
を
大
き
く
し
て
岸
か
ら
水
の
中
へ
走
り
こ
ん
だ
。

湖
岸
の
柔
ら
か
な
苔
の
上
に
、
あ
た
か
も
意
志
が
あ
っ
て
し
た
よ
う
に
、
歴
然

と
残
さ
れ
た
王
の
足
跡
が
、
そ
の
と
き
の
情
況
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
王
が
湖
水
に
向
っ
て
突
進
す
る
と
、
博
士
は
こ
れ
も
洋
傘
を
投
げ
だ
し
、
追

縋
っ
て
王
の
服
の
襟
を
掴
ん
だ
。
こ
の
動
作
は
非
常
に
猛
烈
な
も
の
だ
っ
た
ら

し
く
、
博
士
の
右
手
の
指
の
爪
が
割
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
博
士
の
力
が
足
ら

な
か
っ
た
の
か
、
王
の
振
切
る
力
が
強
か
っ
た
の
か
、
服
の
布
地
が
裂
け
、
博

士
の
手
に
は
服
の
後
身






が
残
り
、
王
は
服
の
両
袖
だ
け
を
腕
に
は
め
て
、
そ
の

ま
ま
前
に
進
ん
だ
。

　
こ
の
と
き
、
二
人
の
間
に
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
距
離
が
出
来
て
し
ま
っ
た
の

で
、
追
縋
っ
た
の
で
は
間
に
あ
わ
ぬ
と
思
っ
た
の
か
、
博
士
は
右
側
か
ら
前
へ

廻
り
こ
ん
で
、
王
の
行
く
手
を
遮
ろ
う
と
し
た
。
岸
の
泥
に
斜
に
深
く
踏
み
こ

ん
だ
博
士
の
足
跡
で
、
そ
れ
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
う
い
う
情
況
で
、
博
士
は
王

の
後
を
追
っ
て
水
の
中
へ
入
っ
た
。
そ
の
辺
は
膝
ほ
ど
の
水
し
か
な
い
が
、
湖

底
は
ぬ
る
ぬ
る
し
た
粘
土
質
の
軟
泥
に
蔽
わ
れ
て
い
る
の
で
、
足
が
辷
っ
て
、

ど
ち
ら
も
思
う
よ
う
に
早
く
進
め
な
か
っ
た
。
博
士
は
岸
か
ら
十
五
歩
ほ
ど
の

湖
中
で
、
王
に
追
い
つ
い
た
。
す
る
と
王
は
急
に
振
返
っ
て
博
士
と
向
き
あ
っ

た
。
博
士
を
追
返
そ
う
と
し
た
の
か
、
争
う
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い

が
、
水
深
四
尺
ば
か
り
の
湖
底
の
泥
の
上
に
、
二
人
が
揉
み
あ
っ
た
形
跡
が
は

っ
き
り
と
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
二
人
が
な
に
を
し
た
の
か
、
ど
ん
な
目
的
で
、

ど
の
程
度
の
争
い
を
し
た
の
か
、
こ
れ
は
永
久
の
謎
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
博
士
は
も
う
そ
こ
か
ら
先
へ
進
ん
で
い
な
い
。
格
闘
の
た
め
に

出
来
た
湖
底
の
窪
み
に
、
中
腰
に
な
っ
た
恰
好
で
膝
を
つ
き
、
両
手
を
ブ
ラ
リ

と
垂
ら
し
、
顔
を
水
に
浸
し
て
死
ん
で
い
た
。
丸
め
た
背
が
わ
ず
か
に
水
の
上

に
出
て
い
た
。
博
士
の
顔
に
は
、
王
に
掻
毮
ら
れ
た
、
相
当
ひ
ど
い
爪
傷
が
つ

い
て
い
た
。
（
ゲ
オ
ル
グ
・
モ
リ
ー
ン
「
バ
イ
エ
ル
ン
国
王
ル
ウ
ド
イ
ヒ
二
世

　
　
生
涯
、
事
蹟
、
死
」
）

　
翌
十
四
日
、
グ
ラ
ー
ス
ハ
イ
博
士
、
侍
医
ハ
ル
ム
博
士
、
立
合
、
リ
ュ
ー
デ

ン
ガ
ー
博
士
、
執
刀
で
剖
見
を
行
な
っ
て
い
る
。
い
さ
さ
か
専
門
的
に
わ
た
る

が
、
問
題
の
あ
る
個
所
な
の
で
、
書
い
て
お
く
。
「
王
の
身
長
は
一
九
一
糎

（
六
尺
三
寸
）
、
胸
囲
一
〇
三
糎
（
三
尺
四
寸
）
、
脂
肪
の
沈
着
は
顕
著
。
筋

肉
及
び
骨
格
の
発
達
良
好
な
り
。

　
死
屍
の
顔
面
及
び
頸
部
に
若
干
の
腫
脹
。
頭
部
、
耳
辺
の
皮
膚
は
青
色
を
呈

し
背
部
及
び
四
肢
末
端
に
死
斑
拡
張
す
。
外
傷
は
膝
に
若
干
の
小
傷
痕
を
見
る

の
み
。
舌
は
僅
に
歯
の
間
に
挾
ま
れ
、
歯
牙
の
欠
損
、
著
明
。

　
肺
は
水
を
吸
入
し
た
影
響
を
除
け
ば
、
全
く
健
全
。
心
臓
は
稍
、
大
。
胃
壁

に
慢
性
加
答
児
の
痕
跡
。
肝
臓
は
充
血
し
、
腎
臓
は
大
で
チ
ア
ノ
ー
ゼ
あ
り
、

他
は
す
べ
て
正
常
で
あ
る
」

　
つ
ぎ
に
頭
部
を
解
剖
し
、
頭
蓋
骨
、
脳
及
び
脳
膜
に
、
一
部
、
不
整
発
達
、

一
部
、
慢
性
炎
症
に
よ
る
退
行
変
性
を
認
め
た
と
言
っ
て
い
る
。
「
頭
部
の
外

皮
は
肥
厚
し
、
血
液
を
多
く
含
む
。
頭
蓋
骨
の
身
長
に
対
す
る
比
率
は
小
。
左

右
、
稍
不
均
等
な
り
、
顱
頂
骨
は
特
に
薄
弱
な
れ
ど
も
、
縫
合
の
骨
化
は
完
全

に
し
て
、
異
状
を
認
め
ず
。
右
の
血
管
内
腔
に
バ
ッ
キ
オ
氏
肉
芽
発
生
す
。
頭

蓋
骨
底
部
の
血
管
に
は
暗
色
の
血
液
充
満
す
。
脳
量
（
硬
脳
膜
を
除
き
）
一
三
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四
九
瓦
。
蜘
蛛
網
膜
は
両
半
球
に
亘
っ
て
、
大
部
分
肥
厚
し
、
白
濁
を
呈
す
。

一
部
、
一
馬
克





貨
幣
大
の
癒
著
を
起
し
、
胼
胝
状
に
な
り
、
顱
頂
骨
の
対
応
部

は
薄
紙
状
に
薄
痩
す
。
脳
実
質
は
血
液
豊
富
に
し
て
、
稍
、
軟
弱
」

　
王
の
遺
骸
は
黒
樫
の
棺
槨
に
お
さ
め
、
ウ
ル
ム
湖
畔
に
あ
る
陸
繋
島
の
シ
ュ

ロ
ス
ベ
ル
ヒ
（
城
の
山
）
と
い
う
丘
の
上
に
あ
る
古
城
（
ル
ウ
ド
イ
ヒ
二
世
が

造
営
し
た
新
城
に
た
い
し
て
い
う
）
に
移
し
、
王
が
幼
な
か
っ
た
頃
、
起
居
し

た
「
マ
ク
王
の
部
屋
」
に
安
置
し
て
椰
子
の
葉
と
薔
薇
の
花
で
蔽
っ
た
。
博
士

の
遺
骸
は
、
つ
づ
き
の
脇
間
の
、
湖
に
向
い
た
ロ
コ
コ
風
の
明
る
い
窓
の
傍
に

置
き
、
城
の
薔
薇
園
か
ら
摘
ん
で
き
た
庚
申
薔
薇
で
蔽
っ
て
あ
っ
た
。

「
脇
間
の
窓
の
下
に
、
初
夏
の
白
い
雲
を
う
つ
し
て
い
る
湖
の
水
が
あ
る
。
湖

畔
の
散
歩
道
を
縁
ど
る
楡
の
木
の
葉
越
し
に
、
対
岸
の
丘
の
下
を
湖
畔
鉄
道
の

玩
具
の
よ
う
な
小
さ
な
汽
車
が
走
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
な
に
も
か
も
お
だ

や
か
な
風
景
の
な
か
に
し
ず
ま
り
、
こ
の
幽
邃
な
湖
の
ほ
と
り
で
、
昨
日
、
あ

ん
な
悲
劇
が
あ
っ
た
と
は
、
ど
う
し
て
も
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
王
の
服
の
衣
嚢
に
あ
っ
た
時
計
は
、
七
時
七
分
前
で
停
っ
て
い
た
か
ら
、
湖

畔
の
椿
事
は
六
時
五
十
分
ぐ
ら
い
に
は
じ
ま
り
、
十
五
分
ぐ
ら
い
の
間
に
、
万

事
が
終
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
現
場
報
告
の
公
報
は
、
い
ち
い
ち
証
跡
が
示
す
と
お
り
の
も
の
で
、
疑
義
を

さ
し
は
さ
む
余
地
は
な
い
の
だ
が
、
仔
細
に
読
み
返
す
と
、
ど
こ
か
に
重
大
な

欠
落
が
あ
る
よ
う
な
、
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
る
。

　
博
士
は
王
を
追
っ
て
浅
瀬
へ
入
り
こ
む
。
服
の
後
身
が
裂
け
る
ほ
ど
の
格
闘

が
あ
り
、
そ
れ
で
も
終
ら
ず
に
、
湖
岸
か
ら
十
五
歩
ば
か
り
の
と
こ
ろ
で
、
も

う
一
度
、
長
い
あ
い
だ
揉
み
あ
っ
た
。
そ
の
す
え
、
ど
う
い
う
心
境
の
変
化
か

ら
か
、
博
士
は
卒
然
と
王
を
追
う
こ
と
を
断
念
し
、
湖
底
の
泥
に
膝
を
つ
き
、

拝
跪
す
る
よ
う
な
恰
好
で
、
（
た
ぶ
ん
自
分
で
溺
れ
て
）
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
博
士
は
水
泳
が
上
手
で
、
こ
の
湖
水
で
泳
い
で
い
る
の
で
湖
底
の
状
況
に
通

じ
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
は
別
に
し
て
も
、
現
場
の
模
様
は
、
岸
か
ら
五
十
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
先
ま
で
遠
く
浅
瀬
が
つ
づ
き
、
溺
死
し
よ
う
に
も
、
や
り
よ
う
が

な
い
わ
け
だ
っ
た
。
博
士
が
な
ぜ
そ
ん
な
死
に
か
た
を
選
ん
だ
の
か
、
そ
れ
は

他
人
の
知
ら
ぬ
こ
と
で
、
と
や
か
く
と
考
え
ま
わ
す
の
は
余
計
な
こ
と
だ
が
、

わ
れ
わ
れ
が
疑
問
に
思
う
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
争
い
を
し
な
が
ら
、
王
も
博
士

も
叫
び
声
ひ
と
つ
た
て
な
か
っ
た
と
い
う
そ
の
こ
と
で
あ
る
。

　
昨
日
は
、
薄
曇
っ
た
も
の
し
ず
か
な
夕
方
で
、
そ
う
い
う
と
き
に
は
、
小
さ

な
物
音
で
も
、
場
所
に
よ
っ
て
は
遠
く
の
岸
ま
で
聞
え
る
も
の
だ
か
ら
、
も
し

ど
ち
ら
か
が
叫
び
声
を
あ
げ
た
ら
、
現
場
の
東
西
、
一
キ
ロ
以
内
に
い
た
人
間

の
耳
に
入
っ
て
い
な
い
は
ず
は
な
い
。
事
件
の
あ
っ
た
時
刻
を
七
時
前
後
と
す

る
と
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
間
に
、
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
う
し
ろ
の
並
木
道
を
、

二
人
の
憲
兵
が
巡
回
し
て
い
た
が
、
そ
の
二
人
は
な
に
も
聞
い
て
い
な
い
と
こ

ろ
を
み
る
と
、
つ
い
ぞ
叫
声
ら
し
い
も
の
も
あ
げ
な
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
王
の
側
に
は
、
自
殺
に
た
い
す
る
強
烈
な
欲
求
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
も
う

わ
か
っ
て
い
る
。

　
前
日
、
重
臣
団
を
皆
殺
し
に
も
し
か
ね
な
い
ほ
ど
激
発
し
て
い
た
の
に
、
翌

日
、
眼
に
み
え
て
温
柔
な
よ
う
す
を
示
し
、
極
め
て
愛
想
が
よ
く
な
っ
た
。
心

の
中
に
、
な
に
か
深
い
企
み
が
あ
る
も
の
は
、
誰
し
も
そ
う
い
う
装
い
を
す
る

も
の
で
、
つ
ま
り
は
、
王
は
上
手
に
博
士
を
欺
し
た
わ
け
な
の
で
あ
る
。

　
山
の
城
に
着
い
た
夕
方
、
最
初
の
散
歩
が
無
事
に
終
っ
た
と
き
、
博
士
は
侍

従
に
、
「
王
は
間
も
な
く
こ
の
環
境
に
お
馴
れ
に
な
る
だ
ろ
う
。
万
事
、
都
合

よ
く
行
き
そ
う
な
気
が
す
る
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
の
散
歩
は
、
け
っ
し
て

安
心
の
い
く
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
実
の
と
こ
ろ
は
、
王
は
自
殺
す
る
場
所

を
探
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
今
に
し
て
思
い
あ
た
る
の
で
あ
る
。
第
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一
回
の
散
歩
の
と
き
に
は
、
思
わ
し
い
場
所
が
な
い
の
で
帰
っ
て
き
た
。
翌
十

三
日
、
王
は
悲
劇
の
あ
っ
た
場
所
の
湖
畔
の
赤
塗
の
ベ
ン
チ
に
博
士
と
並
ん
で

掛
け
、
二
十
分
ほ
ど
そ
こ
で
休
憩
し
た
。
王
は
そ
の
時
も
う
そ
こ
を
決
行
の
場

所
に
き
め
て
い
た
の
で
、
夕
方
、
最
後
の
散
歩
に
出
た
と
き
に
は
、
城
か
ら
ま

っ
す
ぐ
に
そ
こ
ま
で
来
て
、
躊
躇
な
く
湖
の
中
へ
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
王
の
ほ
う
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
念
入
り
に
計
画
し
た
こ
と
な
の
で
、
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
声
は
出
さ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
博
士
の
ほ
う
は
な
ぜ
頑
固
な
沈

黙
を
守
り
つ
づ
け
た
の
だ
ろ
う
。
手
に
余
っ
た
瞬
間
も
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
、

「
誰
か
来
て
く
れ
」
と
か
、
「
た
い
へ
ん
だ
」
と
か
、
そ
れ
く
ら
い
の
こ
と
は

叫
び
だ
し
て
も
い
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
そ
う
思
い
、
ま
た

誰
し
も
が
疑
問
に
感
じ
る
点
で
あ
る
」
（
六
月
十
五
日
、
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
新
報

」
）

　
そ
の
朝
、
山
の
城
で
非
公
式
な
告
別
式
が
あ
っ
た
。
喪
服
を
着
た
湖
畔
の
村

民
が
、
黒
い
長
い
列
に
な
っ
て
王
の
遺
骸
の
そ
ば
を
通
り
、
順
々
に
脇
間
の
扉

か
ら
出
て
行
く
。
正
午
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
棺
側
に
侍
立
し
て
い
た
侍
僕
の

一
人
が
、
ク
ル
ー
ク
侍
従
に
、
「
こ
の
辺
で
や
め
ま
し
ょ
う
。
き
り
が
な
い
か

ら
」
と
い
う
と
、
侍
従
は
、
「
バ
イ
エ
ル
ン
の
国
民
は
、
王
の
御
在
世
中
、
御

懇
意
を
ね
が
え
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
せ
め
て
こ
ん
な
と
き
に
、
一
人
で
も
多

く
お
目
に
か
か
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
」
と
こ
た
え
た
。

　
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
六
十
五
、
六
ぐ
ら
い
の
白
髪
の
小
柄
な
老
人
が
、
村

民
の
後
に
つ
い
て
進
ん
で
来
た
。
王
の
棺
の
前
に
足
を
と
め
、

「
あ
な
た
の
よ
う
な
、
た
ぐ
い
稀
れ
な
勇
気
の
あ
る
方
が
、
こ
ん
な
終
末
を
お

見
せ
に
な
る
と
は
」

　
と
呟
く
と
、
侍
従
の
そ
ば
へ
行
っ
て
、
高
慢
な
口
調
で
こ
ん
な
こ
と
を
い
っ

た
。

「
君
は
、
こ
ん
ど
新
し
く
来
ら
れ
た
侍
従
か
ね
。
私
は
、
以
前
、
王
に
御
愛
顧

を
蒙
っ
た
も
の
だ
が
、
一
昨
日
、
王
が
ゼ
ー
ハ
ウ
プ
ト
の
駅
亭
の
お
か
み
に
、

わ
し
に
よ
ろ
し
く
伝
え
る
よ
う
に
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
、
昨
夜
、
そ
れ
を

聞
い
て
気
に
し
て
い
た
が
、
と
う
と
う
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
で
、
君
が
侍
従
な
ら
、
ち
ょ
っ
と
話
し
た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
十
五
分
ほ

ど
、
そ
の
辺
を
歩
い
て
く
れ
た
ま
え
」

　
と
脇
間
の
扉
か
ら
庭
先
へ
連
れ
だ
し
た
。

「
王
様
は
、
凡
庸
な
医
者
ど
も
の
た
め
に
、
と
う
と
う
気
狂
い
に
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
笑
う
に
も
耐
え
な
い
よ
う
な
こ
と
だ
が
、
今
と
な
っ
て
は
、
そ
の
ほ
う

が
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
剖
見
の
発
表
は
ま
だ
読
ん
で
い
な
い
が
、
あ
の

連
中
だ
っ
て
、
馬
鹿
ば
か
り
で
は
な
い
か
ら
、
た
ぶ
ん
、
う
ま
く
や
っ
て
の
け

た
こ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
で
君
に
お
ね
が
い
す
る
の
だ
が
、
菩
提
樹
宮
の
王
の
夜

の
部
屋
へ
行
っ
て
、
最
初
に
眼
に
つ
い
た
も
の
を
、
な
に
も
考
え
ず
に
焼
い
て

も
ら
い
た
い
。
自
分
で
行
け
る
な
ら
、
も
ち
ろ
ん
行
っ
て
や
る
が
、
も
う
代
替

り
で
、
わ
し
の
よ
う
な
も
の
を
や
す
や
す
と
参
入
さ
せ
ま
い
か
ら
、
そ
れ
で
君

に
た
の
む
の
だ
。
君
ほ
ど
の
齢
に
な
れ
ば
、
物
事
の
重
さ
軽
さ
ぐ
ら
い
の
こ
と

は
、
理
解
で
き
る
は
ず
だ
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
、
と
や
か
く
と
指
図
は
し
な
い

が
、
君
自
身
の
気
持
に
、
な
に
か
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
に
従

っ
て
行
動
し
て
く
れ
る
と
い
い
」

　
そ
う
い
う
と
、
名
も
告
げ
ず
に
飄
然
と
帰
っ
て
行
っ
た
。

　
レ
ル
ー
ク
「
Ｌ
城
の
人
工
楽
園
」

「
見
あ
げ
る
よ
う
な
高
い
岩
山
の
上
に
、
童
話
の
城
の
よ
う
な
Ｌ
城
が
そ
そ
り

立
っ
て
い
た
。
そ
の
上
に
暮
れ
た
ば
か
り
の
水
々
し
い
空
が
あ
っ
た
。

　
深
夜
の
二
時
、
王
が
窓
掛
を
お
ろ
し
た
馬
車
に
乗
っ
て
、
交
通
遮
断
を
し
た
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村
道
を
駆
け
ぬ
け
、
こ
の
岩
山
の
下
で
、
騾
馬
に
曳
か
せ
た
小
馬
車
に
乗
り
か

え
、
「
王
の
道
」
と
い
っ
て
い
る
嶮
し
い
岩
阻






道
を
上
り
、
目
の
ま
わ
る
よ
う

な
高
い
と
こ
ろ
に
建
っ
て
い
る
城
で
、
毎
夜
、
千
滴
の
ロ
ー
ダ
ノ
ム
（
阿
片
丁

幾
）
を
飲
み
、
カ
ン
ト
や
、
フ
ィ
ヒ
テ
や
シ
ェ
リ
ン
グ
の
著
書
を
読
ん
で
、
独

逸
形
而
上
学
の
勉
強
を
し
て
い
る
と
い
う
、
伝
説
ま
で
出
来
て
い
る
そ
の
城
で

あ
っ
た
。

　
ほ
か
の
三
つ
の
城
と
お
な
じ
よ
う
に
、
わ
ず
か
の
侍
僕
の
ほ
か
、
こ
の
十
年

の
間
、
誰
一
人
（
ゾ
フ
ィ
ー
エ
嬢
さ
え
も
が
）
立
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ

た
、
寂
然
た
る
岩
道
を
踏
ん
で
、
城
の
あ
る
ほ
う
へ
上
っ
て
行
っ
た
。

　
五
分
ほ
ど
の
ぼ
る
と
、
扶
壁
の
つ
い
た
暗
い
入
口
に
行
き
あ
た
っ
た
。
そ
れ

は
輝
く
よ
う
に
磨
き
あ
げ
た
黒
大
理
石
の
壮
麗
な
門
で
、
ア
ー
チ
の
上
の
楣
に
、

銀
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
言
葉
が
象
嵌
さ
れ
て
あ
っ
た
。

　
　
も
し
こ
の
地
上
に
楽
園
が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
こ
こ
だ
け
　
　
そ
れ
は
こ

　
こ
だ
け
　
　
そ
れ
は
こ
こ
だ
け

　
門
を
入
る
と
、
そ
の
む
こ
う
は
七
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
の
岩
の
段
丘
で
、

丸
い
池
の
そ
ば
に
半
円
形
の
四
阿
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
一
方
だ
け
が
吹

き
ぬ
け
に
な
り
、
ま
わ
り
の
壁
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
な
差
異
で
彎
曲
し
た
鏡

が
張
り
つ
め
て
あ
る
の
で
、
池
の
そ
ば
に
あ
る
小
さ
な
橄
欖
の
繁
み
が
、
鏡
の

面
の
上
で
奇
妙
に
拡
大
さ
れ
、
無
限
に
照
応
し
あ
う
の
で
、
印
度
の
ジ
ャ
ン
グ

ル
の
中
に
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
起
さ
せ
る
。
風
景
と
い
う
よ
り
は
、
亜
剌
比
亜







模

様

と
い
っ
た
よ
う
な
ぐ
あ
い
に
、
ふ
し
ぎ
な
図
柄
を
織
出
し
て
い
る
の
で
、

わ
れ
わ
れ
が
自
然
の
風
致
に
倦
怠
を
感
じ
る
、
そ
の
種
の
退
屈
さ
は
ま
っ
た
く

な
か
っ
た
。

　
鏡
の
壁
の
前
に
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
「
ヴ
ィ
ナ
ス
の
誕
生
」La

N
ascita

di

V
enere

の
絵
、
ヴ
ィ
ナ
ス
が
乗
っ
て
い
る
あ
の
大
車
渠





貝
と
そ
っ
く
り
な
も

の
が
置
か
れ
て
あ
っ
た
。
そ
れ
は
幅
だ
け
で
も
三
メ
ー
ト
ル
は
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
純
金
の
大
車
渠
貝
で
、
蔓
薔
薇
の
蔓
と
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
蘆
の
葉
で
支

え
ら
れ
、
床
か
ら
三
十
糎
ほ
ど
の
高
さ
の
と
こ
ろ
に
ゆ
っ
た
り
と
置
か
れ
て
あ

る
。
つ
ま
り
宙
に
浮
い
て
い
る
の
だ
が
、
ど
の
蔓
と
ど
の
葉
が
、
こ
れ
だ
け
の

重
量
を
支
え
て
い
る
の
か
、
ど
う
し
て
も
見
極
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
こ
れ
は
王
の
ソ
フ
ァ
な
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
に
度
合
の
ち
が
う
大
車
渠

貝
の
ふ
く
よ
か
な
丸
み
の
せ
い
で
、
腰
を
掛
け
る
に
し
ろ
、
横
に
な
る
に
し
ろ
、

ど
ん
な
恰
好
で
も
即
座
に
受
け
い
れ
て
、
な
ん
の
不
自
由
も
、
抵
抗
も
、
無
理

も
感
じ
さ
せ
な
い
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
に
な
っ
て
い
る
。

　
試
み
に
そ
の
上
に
横
た
わ
っ
て
み
る
と
、
そ
の
途
端
に
私
の
身
体
は
い
い
し

れ
ぬ
安
易
さ
　
　
宙
に
浮
い
て
い
る
と
も
、
物
体
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
も
き

め
が
た
い
、
え
も
言
わ
れ
ぬ
安
楽
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
ふ
と
眼
を
あ
げ
る

と
、
鏡
の
ゆ
る
や
か
な
撓
み
が
、
唐
突
に
宇
宙
そ
の
も
の
の
よ
う
に
無
限
に
拡

大
さ
れ
、
天
心
か
ら
十
五
度
以
内
に
、
あ
ら
ゆ
る
星
座
が
、
無
窮
の
、
そ
の
癖
、

す
ぐ
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
、
燦
然
と
輝
い
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
地
球
自
体

の
動
き
に
つ
れ
て
微
妙
に
位
置
を
変
え
る
の
で
、
し
ば
ら
く
見
て
い
る
と
私
の

身
体
が
羽
化
し
て
、
ほ
の
暗
い
宇
宙
に
浮
び
あ
が
り
、
星
座
の
間
を
遊
行
し
て

い
る
よ
う
な
孤
独
な
感
覚
に
襲
わ
れ
た
。

　
こ
う
い
う
奇
妙
な
感
じ
は
、
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
の
か
と
、
し
ば
ら
く
考

え
て
い
た
が
、
間
も
な
く
わ
か
っ
た
。
吹
き
ぬ
け
の
窓
の
そ
ば
に
あ
る
池
　
　

仏
蘭
西
で
バ
ッ
サ
ン
と
い
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、
そ
の
緑
は
、
ど
こ
が
終
り
と

も
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
つ
ら
つ
ら
に
緑
の
漆
を
塗
っ
た
、
人
工
の
ア
カ
ン
サ

ス
の
草
む
ら
の
中
に
消
え
て
い
る
。
池
の
底
は
平
ら
な
鏡
な
の
で
、
そ
の
上
に

あ
る
浅
い
水
が
、
た
ぶ
ん
な
に
か
の
精
巧
な
機
械
の
仕
掛
で
た
え
ず
ゆ
る
や
か

に
旋
回
し
て
い
る
。
そ
の
速
度
と
リ
ズ
ム
は
、
つ
い
さ
っ
き
星
座
の
間
を
遊
行
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し
た
と
き
、
感
覚
に
訴
え
た
も
の
と
よ
く
似
て
い
る
。
旋
回
し
て
や
ま
ぬ
水
の

面
に
う
つ
っ
た
星
が
四
阿
の
壁
の
鏡
に
映
写
さ
れ
、
黄
金
の
車
渠
貝
の
ソ
フ
ァ

に
横
た
わ
っ
て
い
る
私
の
感
覚
を
、
宇
宙
の
高
み
で
蕩
揺
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
四
阿
か
ら
む
こ
う
の
城
の
建
物
に
つ
づ
く
長
い
道
は
、
鋳
金
の
柱
に
支
え
ら

れ
た
彎
曲
ガ
ラ
ス
の
屋
根
に
蔽
わ
れ
、
左
右
の
壁
に
あ
た
る
と
こ
ろ
は
、
小
滝

の
落
ち
て
い
る
鐘
乳
洞
に
な
っ
て
い
る
。
滝
の
水
の
そ
の
ま
ま
流
れ
に
な
り
、

せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
た
て
な
が
ら
、
岩
山
の
下
の
ほ
う
へ
走
り
下
っ
て
い
た
。

　
こ
の
道
は
い
き
な
り
城
に
行
く
の
で
は
な
く
て
、
五
十
米
ほ
ど
手
前
で
二
つ

に
分
れ
、
一
方
は
オ
レ
ン
ジ
や
棕
櫚
や
椰
子
の
木
の
植
わ
っ
た
絵
の
よ
う
に
美

し
い
芝
生
に
つ
づ
き
、
そ
の
む
こ
う
に
按
配
よ
く
配
置
さ
れ
た
つ
く
り
も
の
の

灌
木
の
間
に
、
カ
ン
タ
ル
デ
ィ
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
グ
レ
ー
ト
ヘ
ン
」
の
群
像

が
あ
る
の
が
見
え
た
。
一
方
の
道
を
行
く
と
、
美
し
い
絨
氈
の
よ
う
な
円
形
花

壇
に
取
巻
か
れ
た
土
耳
古
式
の
園
亭
が
、
金
渡
金
の
丸
屋
根
と
尖
塔
を
月
光
に

輝
か
せ
な
が
ら
夢
の
よ
う
に
立
ち
あ
が
っ
て
い
た
。
園
亭
の
四
方
の
欄
間
に
は
、

青
と
緑
の
、
あ
ら
ゆ
る
色
階
を
つ
く
し
た
ス
テ
ィ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
組
合
せ
て
巧

み
に
嵌
め
こ
ん
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
来
る
月
の
光
に
一
種
、
言
い
よ
う
の

な
い
魔
術
的
な
調
子
を
つ
け
て
い
る
。
園
亭
の
前
は
雪
を
戴
い
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
山

脈
を
遠
景
に
し
た
広
い
人
工
の
沼
で
、
イ
ン
ド
産
の
白
鳥
が
二
羽
、
羽
毛
の
ほ

の
白
い
色
を
う
き
あ
げ
な
が
ら
ゆ
る
ゆ
る
と
遊
弋
し
て
い
た
。
遠
景
の
山
脈
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
油
絵
具
で
描
い
た
巨
大
な
画
面
な
の
だ
が
、
こ
こ
で
も
、
鏡

の
使
用
が
、
そ
れ
を
涯
し
な
い
距
離
の
む
こ
う
に
お
し
や
る
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
、
云
々
」

　
レ
ル
ー
ク
は
王
の
部
屋
へ
入
っ
て
行
き
、
そ
こ
で
な
に
か
を
発
見
し
て
、
言

わ
れ
た
と
お
り
に
処
分
す
る
の
だ
か
、
な
に
を
見
た
の
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

一
行
も
書
い
て
い
な
い
。

「
王
が
こ
こ
で
、
毎
夜
、
耽
溺
し
て
い
る
千
滴
の
ロ
ー
ダ
ノ
ム
は
か
ね
て
欧
洲

中
の
宮
廷
で
評
判
に
な
り
、
ゆ
る
し
が
た
い
「
悪
癖
」
と
し
て
、
き
び
し
く
指

弾
さ
れ
、
そ
の
ゆ
え
に
評
判
を
悪
く
し
て
い
た
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
罪

深
い
怠
惰
な
悦
楽
を
追
究
す
る
た
め
で
は
な
く
、
議
会
の
法
王
派
が
、
口
を
極

め
て
罵
る
よ
う
な
悪
魔
的
な
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
こ
の
十
年
の
間
、
王
は
皮

膚
と
神
経
に
撰
択
的
に
病
変
を
起
す
、
増
殖
性
炎
衝
に
悩
ん
で
い
た
と
思
わ
れ

る
ふ
し
が
あ
る
が
、
ロ
ー
ダ
ノ
ム
と
い
う
も
の
が
、
人
の
よ
う
に
、
内
的
世
界

の
あ
ら
ゆ
る
苦
痛
に
た
い
す
る
万
能
薬
、
フ
ァ
ル
マ
コ
ン
・
ネ
ペ
ン
チ
ー
ス

（
鎮
静
治
療
霊
薬
）
な
の
な
ら
、
王
は
、
残
酷
な
神
経
の
痛
み
と
、
救
い
難
い

悲
惨
な
境
遇
を
忘
れ
る
た
め
に
、
ロ
ー
ダ
ノ
ム
の
本
質
に
し
た
が
っ
て
、
最
も

適
切
な
使
用
法
に
服
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
る
」

　
増
殖
性
炎
衝
と
は
、
ど
ん
な
も
の
な
の
か
。

　
ル
ウ
ド
イ
ヒ
二
世
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
九
年
に
ジ
ャ
ッ
ク
・
バ
ン
ヴ
ィ
ル

が
、
二
二
年
に
ボ
ー
ム
が
、
二
六
年
に
ウ
ル
フ
が
、
二
九
年
に
エ
レ
ン
ベ
ル
グ

が
書
い
て
い
る
が
、
誰
も
、
こ
の
点
に
触
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
ギ
イ
・
ド
・

プ
ゥ
ル
タ
レ
ス
が
「
ル
イ
二
世
、
又
は
ハ
ム
レ
ッ
ト
王
」
（
一
九
二
九
年
）
の

中
で
、

　
ヨ
ブ
の
よ
う
な
、

　
と
、
一
言
、
遠
ま
わ
し
に
仄
め
か
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　
ヨ
ブ
と
い
う
の
は
、
旧
約
聖
書
の
「
約
百
記
」
に
出
て
く
る
、
古
代
癩
を
身

に
う
け
た
天
刑
病
者
の
こ
と
だ
が
、
古
代
癩
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
現
代
に
は

現
存
し
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
伝
説
中
の
業
病
な
の
か
も
し
れ
ず
、
果
し

て
そ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
さ
え
不
明
で
あ
る
。
剖
見
に
よ

れ
ば
、
王
の
脂
肪
の
沈
著
は
顕
著
で
、
筋
肉
と
骨
骸
へ
の
発
達
が
良
好
で
あ
り
、

内
臓
に
も
な
ん
の
病
変
が
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
四
肢
末
端
の
死
斑
（
紫
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痕
）
と
、
歯
牙
の
欠
損
と
い
う
の
が
少
々
あ
や
し
い
が
、
そ
れ
だ
っ
て
た
い
し

た
こ
と
は
な
い
。
胃
壁
に
あ
ら
わ
れ
た
慢
性
加
答
児
と
暗
色
の
血
液
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
ロ
ー
ダ
ノ
ム
の
作
用
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
ど
こ
に
も
「
ヨ
ブ
の
よ

う
な
」
な
ど
と
言
わ
れ
そ
う
な
記
述
は
見
あ
た
ら
な
い
。
高
名
な
博
士
た
ち
が
、

力
を
合
せ
て
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
王
を
無
理
矢
理
精
神
錯
乱
に
つ
く
り
あ
げ

て
し
ま
っ
た
ら
し
い
形
跡
が
あ
る
が
、
上
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
や
っ
て
の
け
そ
う
な
連
中
の
こ
と
だ
か
ら
、
そ
れ
も
ま
た
驚
く
よ
う
な

こ
と
は
な
い
。

　
そ
れ
が
ど
ん
な
病
変
だ
っ
た
の
か
、
も
と
よ
り
知
る
よ
し
は
な
い
が
、
自
分

か
ら
婚
約
を
破
棄
し
て
、
星
と
夜
を
友
と
し
、
毎
日
、
千
滴
ず
つ
の
ロ
ー
ダ
ノ

ム
を
飲
み
な
が
ら
、
深
夜
、
哲
学
の
勉
強
を
し
た
り
、
物
語
の
よ
う
な
世
襲
財

産
と
、
王
室
の
金
庫
を
空
に
し
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
偏
倚
な
城
を
つ
く
っ
た
り
す

る
こ
と
で
、
わ
ず
か
に
鬱
を
や
る
よ
う
な
、
苦
痛
な
病
業
を
持
っ
て
い
た
だ
け

は
、
た
し
か
な
よ
う
で
あ
る
。

　
エ
ジ
プ
ト
の
エ
ラ
ス
ム
ス
三
世
と
い
う
癩
王
は
、
周
期
的
に
あ
ら
わ
れ
る
結

節
が
で
き
る
と
、
闘
病
し
て
そ
れ
を
克
服
す
る
ま
で
の
間
、
苦
痛
を
忘
れ
る
た

め
に
途
方
も
な
い
大
き
な
灌
漑
工
事
を
は
じ
め
る
の
が
常
だ
っ
た
。

　
結
節
の
周
期
が
、
三
度
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
で
、
三
つ
の
灌
漑
工
事
が
出
来

あ
が
っ
た
。

　
こ
の
話
は
、
ル
ウ
ド
イ
ヒ
二
世
に
な
ん
の
関
係
も
な
い
こ
と
だ
が
、
仮
り
に
、

こ
こ
に
も
、
そ
う
い
う
よ
う
な
巧
み
が
あ
っ
た
の
な
ら
、
ル
ウ
ド
イ
ヒ
二
世
の

病
気
は
、
あ
ま
り
結
構
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
王
が
自
殺

す
る
直
前
ご
ろ
、
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
も
う
一
つ
新

し
く
城
を
造
営
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
王
は
十
三
日
正
午
散
歩
の
と
き
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
グ
ッ
デ
ン
博
士
に
事
実

の
と
こ
ろ
を
う
ち
あ
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
ぶ
ん
そ
う
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
と
い
う
の
は
、
博
士
が
散
歩
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
「
王
は
た
い
へ
ん
な

悩
み
を
持
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
を
告
白
さ
れ
た
」
と
侍
従
は
言
っ
て
い
る
。

　
最
後
の
日
、
湖
水
へ
入
っ
た
と
き
、
博
士
は
反
射
的
に
自
殺
を
阻
止
し
よ
う

と
し
た
が
、
そ
の
う
ち
に
、
卒
然
と
後
を
追
う
の
を
や
め
て
し
ま
っ
た
の
も
、

な
に
か
そ
の
辺
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
プ
ゥ
ル
タ
レ
ス
は
ウ
ォ
ル
フ
の
「
ル
ウ
ド
イ
ヒ
二
世
と
天
地
創
造
」
か
ら
三

つ
の
幻
想
的
な
城
の
構
造
を
引
用
描
写
し
た
う
え
、
「
最
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
天

才
は
、
最
も
独
創
的
な
天
才
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
で
、
ル
ウ
ド
イ
ヒ

二
世
を
批
評
し
て
い
る
。

　
と
も
か
く
、
ふ
し
ぎ
な
王
様
で
あ
っ
た
。
十
年
に
わ
た
っ
て
、
苦
渋
の
間
で

病
気
と
闘
っ
て
い
た
が
、
と
う
と
う
宿
業
に
負
か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
天
才
も

独
創
も
、
ウ
ル
ム
湖
の
水
に
消
え
、
泡
影
無
常










と
い
う
べ
き
、
気
の
毒
な
終
末

に
な
っ
た
。
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